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まとめ 蒸留とは

液体を加熱して気体にし、それを冷やして再び液体にして集めることを蒸留という。

混合物を蒸留すると、沸点の低い物質から多く出てくるため、物質を分けてとり出すことができる。

● 蒸留は、沸点のちがいを利用して混合物を分ける方法である。石油(原油)からガソリンや灯油を分ける工業的な蒸留も、同じ原理

を利用している。

器具 蒸留の装置

温度計

枝つきフラスコ

沸とう石

ガラス管

試験管

冷水(氷水)

←枝の高さ

① 枝つきフラスコに混合物と沸とう石を入れて加熱する

② 温度計の液だめは枝の付け根の高さに合わせる(フラスコの底につ

けない)

③ 出てきた気体はガラス管を通り、冷水(氷水)で冷やした試験管の中

で液体にもどる

ガラス管の先は、集めた液にひたさない(液の逆流を防ぐ)。火を消す前に、ガラス管

を液からぬいておく。

まとめ 水とエタノールの蒸留

水(沸点100℃)とエタノール(沸点78℃)の混合物を加熱する

と、沸点の低いエタノールが先に多く出てくる。

加熱を続けると、出てくる気体中の水の割合が増えていく。集

めた液にマッチの火を近づけると燃えるかどうかで、エタノー

ルが多くふくまれるか確かめられる。

集めた順 多くふくまれる物質 火をつけると

1本目 エタノール 燃える

3本目 水 燃えにくい

例題 実験結果から考える

● 実際には、はじめに出てくる気体にも水が少しまじっているため、1本目の液体も完全なエタノールではなく、エタノールの割合が

多い液体である。

● 集めた液のにおいをかぐときは、手であおいでかぐ。1本目はエタノールのにおいが強く、3本目はほとんどにおいがない。

(1) 水とエタノールの混合物を蒸留すると、先に出てく

るのはどちらが多いか。

沸点の低いエタノール

(2) 1本目の試験管に集めた液に火を近づけると燃え

た。この液に多くふくまれるのは何か。

エタノール(沸点が低く先に出てくるため)

chiritsumo-drill.com
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